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「「 第29回   図書館図書館をを使使ったった調調べるべる学習学習コンクール」コンクール」 

で入選しました
瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクールで入賞した５作品が、公益財団法人図書館振興財団
が主催する全国コンクールで、127, 456作品の中から審査を経て見事に入選しました。（学校
名・学年は当時のものです。）

【優良賞　小学生の部（高学年）】

学校名 学年 氏名「作品名」

一小 ５年 中田　峻太朗さん
「猫舌は治せるのか？～猫舌で悩んでいる人へ～」

【奨励賞　小学生の部（高学年）】

学校名 学年 氏名「作品名」

三小 ６年 堀澤　澄瑞さん「骨ってすごい！！」

【奨励賞　中学生の部】

学校名 学年 氏名「作品名」

瑞中 ２年
鶴谷　ひなたさん
「トロッコ気分で駆け抜けろ！！～大プロジェクトの一端を
担った小さな鉄道～『（仮称）羽村・山口軽便鉄道』」

【佳作　小学生の部（低学年）】

学校名 学年 氏名「作品名」

四小 ２年 宮﨑　心陽さん
「虹の研究-どうして雨がふった後に虹が出来るの？ -」

【佳作　中学生の部】

学校名 学年 氏名「作品名」

都立南多摩中等教育学校 ３年 堀澤　橙さん「瑞穂町の神社」
【問合せ】図書館　☎557－5614
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〇「第９回 瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール」のお知らせ
瑞穂町図書館では、自ら課題を見つけ、図書館資料を有効に使って調べ、作品としてまとめることで課題
解決力を育成し、図書館の利用価値を学ぶことを目的に、９回目となる「瑞穂町図書館を使った調べる学習
コンクール」を実施します。
詳細は今後、瑞穂町図書館ホームページや広報等でお知らせします。

〇６月１５日（月）から２2日（月）まで、蔵書点検のため瑞穂町図書館と地域図
書室はお休みです
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
なお、６月2日（火）から14日（日）までの期間、貸出点数を１０点から２０点に増やしますので、ぜ
ひご利用ください。

第34回全国小学生バドミントン選手権大会にて三小の津田有彩さんが入賞されました
令和7年12月19日～23日に開催された第34回全国小学生バドミントン選手権大会にて、三小の津田
有彩さんが、全国から集まった強豪チームと対戦し見事に女子5年生以下ダブルスで第3位に入賞されました。

【問合せ】☎557－５６１４

〇謎解きイベントを実施しました
５月２日、３日に謎解きイベント「図書館から
の挑戦状2026」を実施しました。参加者は館
内をめぐって瑞穂町や図書館に関する謎解きを楽
しみました。全問正解者は、限定みずほまるカー
ドをもらいました。

【問合せ】学校教育課庶務係　☎557－6682
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青少年委員の紹介
青少年に遊びの楽しさや創造の喜びを体験する場を提供し、青少年の健全育成に努めるとともに、子ども会
の支援などの活動をしています。
任期　令和８年４月１日～令和１０年３月３１日

◎：委員長　　〇：副委員長� 【問合せ】社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

地区 氏名（敬称略）

殿ケ谷
大久保　寿江
佐藤　照美

石畑
中山　幸子
古川　智之

箱根ケ崎
中野　理貴子

◎ 村野　重徳

地区 氏名（敬称略）
箱根ケ崎 渡邉　由香里

長岡
〇 笹井　鎮彦
白石　渚

元狭山 大塚　幸子

武蔵野
鈴木　みゆき
石倉　望

社会教育委員の紹介
社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、諸計画の立案、教育委員会の諮問に対する意
見、職務上必要な調査・研究を行っています。
任期　令和８年６月１日～令和９年３月３１日

氏　名（敬称略） 備考
井上　祐輔 新任

【問合せ】社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

スポーツ推進委員の紹介
各種スポーツ教室を実施するとともに、ニュースポーツの周知・普及を図り、町のスポーツ推進のために活
動しています。
任期　令和８年４月１日～令和１０年３月３１日

【問合せ】社会教育課スポーツ推進係　 ☎５５７－７０７１

役　職 氏名（敬称略）
会　長 西村　元
副会長 原　幸子
事務局長 竹嶋　一茂
事務局次長 石倉　礼一

伊藤　大輔
委　員 木村　昌子

小山　恵子

役　職 氏名（敬称略）
小山　宏
髙水　昌彦
田中　亜津子

委　員 田中　啓夫
並木　則子
深堀　豪
細渕　瑛司

文化財保護審議会委員の紹介
瑞穂町文化財保護条例に基づき、文化財保護行政に関する諮問機関として、町指定（登録）文化財の指定
（登録）などの取り組みを実施しています。� 任期：令和８年４月１日～令和１０年３月３１日

【問合せ】けやき館　☎５６８－０６３４

役　　職 氏　　名（敬称略）
会　　長 久保田　吉範
副 会 長 栗原　耕司

梅原　祐子
委　　員 大久保　伴季

北爪　寛之

役　　職 氏　　名（敬称略）
佐藤　誠
塩島　清志

委　　員 滝澤　福一
鳥海　郷子
村上　文男
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今年度４７名の新一年生を迎え、全校児童３７１名
で令和８年度の教育がスタートしました。夢の実現に
向け、本校の教育目標である「気づき考え、工夫する
子」を重点とし、「なかよく力をあわせて　やりぬく
子」「明るくじょうぶな子」の育成を図ってまいりま
す。また「笑顔で過ごせる学校」「生き生きと過ごせ
る学校」「安心・安全な学校」をキーワードに、「夢と
感謝があふれる学校」をめざします。皆様のご支援と
ご協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂第一小学校

副校長　竪山　かおり

○気づき考え、工夫する子
○なかよく力をあわせて　やりぬく子
○明るくじょうぶな子

教 育 目 標

２８名の新入生を迎え、２２５名でのスタートで
す。「子供たちの無限の可能性を信じて～子供が主人
公の学校～」を教育理念に、保護者、地域の皆様との
つながりを大切に共に歩みながら、「児童が生き生き
と活動し、笑顔と活気があふれる学校」を目指しま
す。教職員一人一人が自らの専門性、得意分野、個性
を存分に発揮し、そして、ひとつになって教育活動を
進めます。保護者、地域の皆様には、今年度もご支援
とご協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂第二小学校

校長　藤森　慎一

○進んで学ぶ子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

教 育 目 標

令和８年度、瑞穂第三小学校は新一年生３６名を迎
え、全校児童２５７名で元気に１学期をスタートしま
した。今年度は、学年ごとの教科担任制や探究的な学
習活動の推進をして、学力向上を図っていきます。ま
た、防災教育を軸とした地域との連携を一層推進して
いきます。
今年度も教職員一同一丸となって教育活動の充実を
図ってまいります。保護者、地域の皆様のご支援、ご
協力をよろしくお願いいたします。

瑞穂第三小学校

○進んで学ぶ子ども
○思いやりのある子ども
○明るく健康な子ども

教 育 目 標

新一年生５１名を迎え、全校児童３０８名、全１４
学級で令和８年度がスタートしました。
今年度は、「子供も教師も笑顔と達成感があふれる
学校」を目指して、【笑顔と達成感】にこだわった教
育活動にチャレンジしていきます。そのために、笑顔
をわすれず、子どもたちと教職員がワンチームとなっ
て、一年間駆け抜けていきたいと思います。
本年度も温かいご理解とご支援を賜りますよう、ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

瑞穂第四小学校

校長　嶋田　豊 副校長　髙山　裕司

○しっかり考える子
○仲よくする子
○すすんで取り組む子

教 育 目 標

小 ・ 中 学 校 の 紹 介

副校長　河村　康彦校長　石坂　隆文

校長　髙橋　一広 副校長　藤田　誠司
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◦◦各校の所在地◦◦
学校名 住所・電話番号

瑞穂第一小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎２２８７
☎５５７－００４５

瑞穂第二小学校 瑞穂町大字長岡長谷部２５０
☎５５７－０６４６

瑞穂第三小学校 瑞穂町大字二本木６７０
☎５５７－０２６６

瑞穂第四小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎西松原２－１
☎５５７－４１４３

瑞穂第五小学校 瑞穂町大字殿ケ谷１１６０
☎556－1377

瑞 穂 中 学 校 瑞穂町大字石畑１９６１－１
☎５５７－００７０

瑞穂第二中学校 瑞穂町大字箱根ケ崎１１７２
☎５５７－５５０１

全校児童１８２名でスタートしました。「前途洋
洋」を掲げ、児童が自信をもち将来に夢や希望を描い
て学習や生活に取り組むことができるよう教職員一
同、指導、支援に力を尽くします。今年もふるさと学
習「みずほ学」充実のため「瑞穂町もり上げ隊」を行
います。また、地域防災教育を軸とした地域協働活動
「防災学校公開」を継続します。学校と家庭、地域が
協力し児童を育成することができるよう学校を経営し
ます。今年度もよろしくお願い申し上げます。

瑞穂第五小学校

○自ら学ぶ子
○思いやりのある子
○明るく健康な子

教 育 目 標

教育目標の実現、勉強・学校行事・部活動の文武両
道の実践に向け、ICT機器等を有効に活用し、個別最
適な学びと協働的な学びを両立させながら生徒の学力
向上を図ります。また、地域の方々の力を最大限に活
用し、ふるさと学習「みずほ学」を推進します。全教
職員一丸となり、「チーム瑞中」として、子どもたち
の健全育成、更には、瑞穂町の未来のために全力を尽
くしてまいります。保護者・地域の皆様のご支援、ご
理解、ご協力をよろしくお願いします。

瑞穂中学校

校長　森田　正男

心身ともに健やかな中学生
～持続可能な社会の形成者の育成を目指して～
○自学（自ら学ぶ）
○忠恕（思いやる心）
○勇気（強い心意気）

教 育 目 標

未来を生きる生徒たちにとって、人と人とが支え合
い協働して課題を解決していく意欲や知恵や考える力
を身に付けることは大切なことです。また、学ぶ意欲
は生涯にわたり必要なこととなります。生徒自身が何
を感じ、自分がどのように考え行動するのかを理解し
行動する教育活動を大切にしています。社会の中で自
己を生かす意欲や行動力を育む教育活動を通じて、自
らの力で豊かな人生を切り拓く生徒の育成を目指しま
す。今年度もよろしくお願いします。

瑞穂第二中学校

校長　吉田　周平

人間性豊かな社会人をめざして
○進んでよい友達になろう
○丈夫な身体をつくろう
○意欲をもって学習しよう

教 育 目 標

副校長　藤沼　俊成

副校長　千葉　克之 副校長　原田　芳洋

校長　関根　孝之
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染工房シゲタ草木染展2026　「輪になって、染まろうVol.4」うたうＴシャツ染工房シゲタ草木染展2026　「輪になって、染まろうVol.4」うたうＴシャツ
耕心館では、春のイベント「山野草フェスタ2026」にあわ
せ、企画展「染工房シゲタ 草木染展2026」を3月20日から
4月12日まで開催しました。
檜原村に工房を構える繁田泰治さん・あきのさんご夫妻による草
木染めの作品展は、山野草の季節の恒例企画です。今回は4回目と
なる「輪になって染まろうVol. 4」として、自然の恵みを生かした
温かみのある作品が展示されました。
会場にはタペストリーやポストカード、コースター、Tシャツな
どが並び、植物や魚、動物など多彩なモチーフが自然の風合いとともに表現されまし
た。多目的大広間とギャラリーでは、作家独自の発想による空間演出が来場者を魅了し
ました。
会期中には「うたうTシャツコンサート」を開催し、展示されたTシャツが空間に揺ら
ぐ中、作品と音楽が一体となる印象的なひとときとなりました。「渋谷毅2days」は、
1日目に円熟の演奏で知られる渋谷毅さんを中心に、金子マリさん、小川美潮さん（い
ずれもボーカル）とのユニットで公演を実施。2日目は藤ノ木みかさん（ボーカル・
パーカッション）を迎えた編成で行われ、渋谷さんは体調不良により出演を見合わせましたが、これまで共演
されている栗田妙子さんが代演を務め、藤ノ木さんとともにステージを支えました。多くのお客様にご来場い
ただき、出演者それぞれの魅力が響き合う温かみのあるコンサートとなりました。
渋谷さんには、今後のご回復と、再び耕心館のス
テージにお迎えできますことを願っております。
また、草木染めのワークショップも実施し、参加者
の皆さまに貴重な体験の機会をご提供しました。
ご来場いただいた皆さまに心より感謝申し上げま
す。今後の展開にもぜひご期待ください。

企画展「ひなまつり展2026」企画展「ひなまつり展2026」
2月7日から3月3日の間、企画展「ひなまつり展2026」を開催しました。例年好評をいただく耕心
館・けやき館合同企画「第20回瑞穂のつるし飾り」の関連展示でもあります。
展示では、大海道細渕家旧蔵の享保雛のほか、ボランティア制作のつるし飾りの展示、爲

ため
國
くに
氏所蔵の木や

紙、布や陶磁器など様々な素材でできた雛飾り、町内の作家による「瑞穂の匠」、町内の保育園園児によるお
雛様展示や瑞穂俳句会による写真俳句展示などを行いました。
2月14日からはけやき館ボランティアによる展示の解説やつるし飾り「ほおずき」のデモンストレーショ
ンなどを行ない、来館者の方には楽しんで展示を観ていただきました。

【問合せ】☎568－1505耕心館

ひなまつり展2026ガイダンスホールの様子 つるし飾りデモンストレーションの様子

【問合せ】☎568－0634瑞穂町郷土資料館 けやき館
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令和8年4月19日第298回耕心館サロンコンサート令和8年4月19日第298回耕心館サロンコンサート
「中島香ピアノリサイタル」「中島香ピアノリサイタル」

耕心館の庭に珍しい山野草の花々が咲き誇る春の日、4月19日午後2時より
多目的大広間に於いて、第298回耕心館サロンコンサート「中島香ピアノリサ
イタル」を開催しました。耕心館では、国立音楽大学大学院ピアノ専攻修了生で
その年にトップの成績を収めた方に贈られる「クロイツァー賞」受賞者のリサイ
タルを毎年行っていますが、中島香さんは2010年度にその賞を受賞され、当
時耕心館で受賞記念のリサイタルを行いました。
今回のプログラムは、結婚してお子さまと共に過ごす毎日の今の気持ちそのま
まに、今弾きたいと思う優しい雰囲気の曲を選曲されたそうです。
シューベルト：即興曲集 第2番 Op. 90-2 、ベートーヴェン：ピアノ・ソナ
タ　第21番「ワルトシュタイン」、ドビュッシー：2つのアラベスク　第1番　
第2番、ショパン：ワルツ第6番 「小犬のワルツ｣ Op. 64-1 、ショパン：ワ
ルツ第4番 Op. 34-3、池田奈生子：花色パレットより「桜」「紫陽花」
特に「花色パレット」からの花の名前がついた2曲は、花や樹々の心地良さが
あふれるような美しい曲で、ステージから見える自然の風景と相まって心が安ら
ぐようでした。素敵なピアノの音色に、来場者からも温かい拍手が送られていま
した。

ご寄付をいただきました
町内事業者の有限会社青柳種苗商会様より町
へ、チューリップ球根のご寄付をいただき各小学
校へ配布しました。
大切に育てた子どもたちの笑顔とともに、色と
りどりのチューリップが咲いています。
入学・進級を祝う春の風景が広がり、子どもた
ちを明るく迎えている様子がうかがえます。
温かいご支援をありがとうございました。� 【問合せ】教育指導課指導係　☎５５７－６６９４

青少年委員会＆子ども会合同事業　火起こし体験～防災釜を使ってLet’s Cooking ～
3月15日ビューパーク競技場で青少年委員会と子ども会連合会
が合同で火起こし体験を実施しました。当日は11人の子どもたち
が火起こし器や虫眼鏡を使い、火起こしを体験しました。また、大
人と一緒に豚汁づくりで野菜を切ったり、ホットドッグを作りまし
た。最後は炊いたご飯で作ったおにぎりや豚汁、ホットドッグをみ
んなおいしそうに食べていました。

【問合せ】社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５
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教育委員会定例会報告
前号でお知らせした以降、１月から４月まで定例
会を4回開催しました。

＜主な議案＞
・瑞穂町立小・中学校の管理職の任命に関する内申
について
・議会の議決を経るべき条例の一部改正中教育に関
する部分の意見聴取について（瑞穂町コミュニ
ティーセンター条例の一部を改正する条例）
・第2次瑞穂町生涯学習推進計画（後期計画）につ
いて
・令和7年度一般会計補正予算（第11号）の原案
中教育に関する部分の意見聴取について
・令和8年度一般会計予算の原案中教育に関する部
分の意見聴取について
・瑞穂町教育委員会交際費支出基準
・瑞穂町文化賞表彰要綱の一部を改正する告示
・令和8年度瑞穂町立学校教育課程編成について
・瑞穂町教育相談室専任相談員の任命について
・瑞穂町青少年委員の委嘱について
・瑞穂町スポーツ推進委員の委嘱について
・瑞穂町文化財保護審議会委員の委嘱について

＜協議事項＞
・瑞穂町教育委員会の教育目標・基本方針及び令和
8年度主要施策（案）について

＜報告事項＞
・瑞穂町立小・中学校児童・生徒学校給食費無償化
支援実施要綱の一部改正について
・瑞穂町小・中学校給食費等保護者負担軽減給付金
支給事業実施要綱の一部改正について
・臨時代理の報告について（瑞穂町教育相談室専任
相談員の任命について）
・瑞穂町教育委員会事務局職員の人事異動について
・令和7年度瑞穂町教育委員会後援名義について

教育委員会の会議は、毎月１回（原則として、第
4木曜日）開催し、傍聴することができます（非公
開の事項を除く）。
開催日時および会場は広報みずほに掲載されま
す。また、教育委員会ホームページから開催内容や
過去の会議録を見ることができます。

【問合せ】学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２

教育委員会委員談話
第38回：瑞穂町教育委員会　教育委員　白石　渚
私は、子どもの影響でバンド「Mrs. GREEN APPLE」をよく聴くようになりました。
その中でも「ケセラセラ」という楽曲があります。
「なるようになるさ」「なんとかなるさ」と訳される言葉ですが、決して投げやりな意味
ではないと感じています。
子どもたちと向き合う中で、できることを精一杯やったうえで、それでも残る不安や心
配に対して「ここまでやったなら大丈夫。あとはなるようになる」と思えたとき、失敗へ
の怖さが少し和らぎ、新しい一歩を踏み出せるように感じます。
保護者の皆さまにも、忙しい毎日の中でご自身のことを大切にしながら、すべてを完璧にこなそうとしなく
ても大丈夫だとお伝えしたいです。
「今日もここまでよくやったね」と、お子さんにも、そしてご自身にも、ぜひ声をかけてあげてください。

就学援助費の申請はお済みですか
町では、経済的な理由によってお子さまの就学が困難なご家庭に対し、学用品費などの一部の援助を行って
います。
ご案内と申請書は４月に学校を通じて保護者に配付しました。まだ申請をされていない方も随時受け付けて
いますので、お問い合わせください。
� 【問合せ】学校教育課学務係　☎５５７－６６８３


